



























































































































































































































































































































































第？冊　Дмитриевский А. А. Русские на Афоне. Очерк жизни и 


























第？冊　ПУТЕШЕСТВИЕ ИЕРОМОНАХА АНИКИТЫ ПО СВЯТЫМ 




















Вздорнов Г. И. 
聖山「アトス記」拾遺
― 269 ―
Монастыри и Скиты Святой Горы Афон в фотографиях из 
альбома великого князя 
Констатина Константиновича. 1867-1872.


































































　下線部分，原文（ただし，現行正書法に写す）на Афоне выстаивал 
восьмичасовые всенощные をアトスでと言うよりは「アトス記」を執筆
するとき失念してしまったという次第。補遺或いは拾遺と称しつつ，リュド
ミラ・サラスキナ氏の「アイスランドのスタヴローギン」に倣って「アトス
のスタヴローギン」執筆を意図しないではなかったが，或いは「ハリー王子
に擬えられる」スタヴローギンの西欧及び東方巡歴をイギリス貴族の「グラ
ンド・ツアー」と捉える論考を考えないではなかったが，いずれにしても材
料不足の逆の状況が生じているようで他日を期したい。
（サラスキナ氏の論考は，亀山郁夫，リュドミラ・サラスキナ著『ドストエ
フスキー『悪霊』の衝撃』光文社新書579，2012年４月刊に（郡伸哉訳）で
所収）
 【2013年12月22日】
